日本史プリント25　　安土桃山時代１（解答編）
●全国統一へ

01：応仁の乱をきっかけに、全国各地で領地争いが起こる（戦国）時代が始まりました。

02：この時代には、それまでの守護大名に代わり、実力のある者が（戦国大名）として台

　　頭してきました。

03：戦国大名の中で、最初に実力を発揮してきたのは、尾張出身の（織田信長）です。

●織田信長の登場
04：織田信長のデビュー戦は、1560年の（桶狭間）の戦いで、駿河の（今川義元）をわず

　　かな軍勢で破り、その名を全国にとどろかせました。

05：次に織田信長は、1573年、当時の将軍（足利義昭）を京都から追放し、室町幕府を滅

　　ぼしました。

06：織田信長にとって２度目の大きな戦いは、1575年の（長篠）の戦いでした。この時は、

　 （徳川家康）と手を組み、（鉄砲）を使って武田の騎馬隊を破りました。

07：このように、織田信長は、戦闘に（鉄砲）を取り入れたり、積極的に（西洋）の文化

　　を受け入れたりと、当時では考えられないようなことを次々と行いました。

08：その後、織田信長は、琵琶湖のほとりに（安土）城を築きました。

09：しかし、1582年、全国統一まであと一歩というところで、部下の（明智光秀）に裏切

　　られて自害しました。この事件を、（本能寺の変）といいます。

●織田信長の政治

10：信長は、自由に商売が行えるよう、商人への税金を免除したり、座を廃止したりしま

　　した。これを、（楽市）・（楽座）といいます。

11：また、自由な交通が行えるよう、（関所）を廃止しました。

12：信長は（仏）教勢力を嫌い、（延暦）寺を焼き打ちしたり、（石山本願）寺と戦ったし

　　ました。その代わりに、（キリスト）教は保護しました。

やわらかノート (c) 2008 Gonta All Rights Reserved.
